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概要 
この会議は、1973 年に英ダレスブリで開催された「静電加速器器技術に関する国際会議」に端を発

し、1995 年の第７回（豪 Canberra）から重イオン加速器技術に関する国際会議として開催されるようにな

り、その後、重イオン加速器の幅広い分野において、先端技術開発・応用研究・施設現状報告・将来計画

などの議論を活発に行ってきた。 

 ほぼ３年おきに開催され、2009 年に第 11 回を伊 Venezia にて開催（このとき参加者 129 名を記録）、

2012 年には、第 12 回アルゴンヌ国立研究所の主催で米 Chicago にて開催された（参加者約 80 名）。今

回、相当数の参加者を確保すべく、理研仁科センターの加速器部門がホストとなり会場を横浜に移して第

13 回(HIAT2015)を開催する運びとなった。 

規模はそれほど大きくないが、重イオン加速器に焦点を絞った国際的な研究会が他に無い所為もあっ

て、世界の主要な RI ビーム施設から活発な発表が行われている。この会議が日本で開催されるのは初

めてで、この機会に、基礎科学から応用研究までをカバーする他の日本の重イオン加速器施設と協力し

て、多くの参加者により重イオン加速器技術と RI ビーム加速器施設の交流と発展を図るものである。 

本会議の国際諮問委員会では、重イオン加速器の将来を担う若手の参加者を増やす方策がないかど

うか、かねてより議論されてきた。今回の援助を学生の参加補助に充て、学生の参加を促すこととした。

補助の可否は、指導教官の推薦状をもとに組織委員で決定した。 

 

予算執行状況 
  

 お認めいただいた助成金３０万円の執行状況は以下の通りである。 

 

 

学生登録費補助（６名）  ２７０、０００円 

予稿集印刷（２０冊）    ２２、３１８円 

余剰金      ７、６８２円 

 

なお、余剰金７６８２円は返還した。 

 新しい試みであったが、学生の参加者は１７名を数え、国際諮問委員会でも高い評価を得た。今後の会

議でも同様の試みが継続される見込みである。また、会議自体の参加者も目標数を達成し成功を収め

た。組織委員会を代表して感謝申し上げる。 

 



 

 

 

 

 

写写真：クローージングセッシションでの学生スタッフのの紹介の様子子 


